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婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響 に
関する臨床的並びに賓験的研究 (第2編)
ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影響
岡 山大学 塩 見 研究 所 産婦 人 科
(指導八木日Lti碓教授,大島良雄Wr長)
田 中
第Ⅰ編で日常温泉浴をなして居る婦人は月
経,婚娠に関する機能が良好である事を統計
学的に認めたが,本編では成熟雌ラッチの性
周期及び幼弓鋸推ラツテの成熟に及ぼす連檎温
泉浴の影響に関する成績を掲げる.
使用動物は全部健康雌ラッチであD,大部
分は動物商より購入の雑種,一部は当研究所
に於いて繁殖せしめた同腹のものを使用し,
成熟ラッチを川ひる場合は120g以上のものを
選んだ.飼料は市販の成難用混合飼料 (蛋白
1!)･4%,脂肪T,･1%含有)とフスマや野栄を
混合せるものを用い,充分飽食せしめた.令
種の飼育条佃3:四季を通 じ叉各動物を通して
一定する様に心がけ,冬季
の極寒時には暖房 も与 え
た.
ラッチ牲周期の測定法
健翫成熟雌のラツテは人
間同様,卵胞成熟,排卵,
黄抹形成,黄体退化の卵巣
良 憲
り得る訳である･陸脂膏の検査法は色々ある
が,私は生理的食塩水で湿した細いスポイト
で膜分泌物を吸引採取し,生理的食塩水一滴
と共にスライド上に拡げ,直ちに検鏡した.
顕微鎧の紋を小さくして見れば染色しな くて
も明瞭に判定出来た･1性問責調の長さはTJOng
及びEvan叫こよれば-1'F均 r)･4日であE),就 中
4日のものが最も多いとの事であるので,私
の実験に於いても発情前期1日,発情期 1日,
発情後期1日,静止期1日,(但し1日1回の検
査による)計1周期1日が規則正しく反覆する
ものを以って最も正常な型として取扱ふ事と
した .
第1表 発情各期に於ける性器の変化 (T･ongに依る)
時 間 再 P jif 睦 脂 膏
発情前期 大 卵 胞 】有核上皮細胞
卵胞極大3只.0
排 卵
発情後期 ら 7･8 !若い黄体
角化細胞
角化細胞,白血球,上皮細胞
酎 ヒ期 十 31,J 胤 ､卵僑 粘液,白血球,上皮細胞
間期を規則正しく反覆し,其れに伴って生殖
器も著明な周期的変化を繰返 えす事はT.｡叩
及びFJ､'anl以来多数の研究があ るが,特 に
睦壁の変化,其れに倖ふ膜脂膏 (膜壁よE)刺
除した細胞よりなる)の変化は麟著 な もの
であって,表示すれば第 1表の通E)である.
故に陸指膏を検査すれば正確に卵巣周期を知
入 浴 方 法
特別の場合を除き1回･-,分間｣20C士1OCの温
泉浴叉は水道水による温浴とし,ラッチの首
筋を指で操持して湯の中に首よE)下 をi受し
た.特殊の固定具等を使用すると不安感の為
か暴れる弔が多いので,煩雑ではあったが上
述の如 くしたのであった.1日1回の浴を毎日
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連続して行うと,初め数回はや1不安状態を
示すが,1週間目前後から大人しく入浴する
様になめ,回を重ねるに従払保持しなくても
自ら前足で浴槽の線にすが少,一見菊持良さ
そうに入浴する様になる.
使 用 温 泉
使用せる温泉は弱ラドン泉に属する同大研
究節泉 (ラド-/量20マッヘ),含重曹食塩強
ラド-/泉に属す号三朝村山田共同湯 (ラド./
量200マツ-)である. 1)ボイドに可溶性 の
索体であるラドンは,容易に泉水から皮膚を
通って体内に入り,内分泌幌,耐経組織に分
布し,α線を放って崩壊するに際し強く之等
の組織に作用するl)と言われて居るので, ラ
ド-/含量に著差のある上記2温泉を使用しラ
ドン作用を調べたのである.
(I)長期蓮振温泉浴による成熟雌
ラツテの性周期の変化
1)性周期亜調なるラッチの入浴による変化●●●●●●●●●●●●●●●●●●
上述の要領によっで牡周期を予め 第2表
ある訳であるが,図に示された通り上述の不
塾化例は結局は絵べて静止期の延長を起して
居るのであるが,中には其れに先立って軽度
の発情期延長を示したものもある.又浴によ
る比の辞L期の連続は,短い例は2日間と言
ふ全 く一過性のものから長い例では20日以上
にも及んで居E),個体差が大であD卵胞成熟
排卵等が障碍されたものであらうが,後述す
る周期不整ラッチの例よE)見て本例の静止期
延長も恐らく絶て一過性のものと息はれる.
使用温泉別に分類すると研泉浴群16例申不
垂化7例,山田揚浴群2例中不塾化 0例であ
ったが,例数が少ないから両者の比較は行わ
ない事にする.叉入浴試験と併行して非入浴
ラッチの性周期を対照として調べたが,此の
期間中自然の性周期変動は見られなかった.
不浴開始後執 L期が延星し始める迄の日数を
第3表に示す.即ち最短4日最長19日,平均
14.3日である.
性周期整調ラッチの温泉浴による撃化
1ケ月内外測定し,それが規則正し 浴前周期
く反覆して居る事を確かめた後 1日 浴申周期
整 調
l
整 調
垂 調
J
不 整
咽 の温泉浴を毎日行った･ 研 泉 群
入浴期間は約1ケ月であるが,15
日位のもの,1ケ月以上のものも若
干含まれて居る.入浴開始後性周期
が 1日でも変化した時,此れを不峯
化と称する事にする.結果を第 2表
9例 l 7例 l16例
山田湯群 2 F0 l 2
計 事 11(61.2%｣ 7(汎 8%｣ 18(1..%)
第3表 整調ラッチの浴による不整化の始まる日
E]bF]HEl月EI日JjE]tL日
入浴開始後l19,15,17,16,16,13,4,
及び第1図に示すと,浴繭皐調な間期を有し
て居た18例中7例 (38･8%)が入浴開始後不
巷となり,積 りの11例 (61.2%)には何等の
影響も無かった.不整化と言っても,理論上
には大卵胞の存続等による発情期の延長と,
卵胞の発育阻時による静止期の延長其の他が
2)性周期不重なるラッチの温泉浴による●●●●●●●●●●●●●●●●●
変化 (第2図,第8図,第4図)●●
外見健康なラッチの中にも性周期の不重な
ものがある事は人間の場合と同じである.此
れに対して浴は如何なる影響を及ぼすかを追
求した.
?
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第 1囲 整 調 ラ ッ チ と 入 浴 (一部省略)
~~~ 研 泉 ･浴
1日日日=l=HtlEI=luHEHIH山 El湯 浴
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(li) 不 整 化 例
No.
119 ■l□ ■l口 ■l□■l□■t□ ■!ロ ■□ □ 1 J □ lL口 ■□ Iロ
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予め約 1ケ月間の陛脂膏検査により性間期
が不整なる事を確かめたラッチ77例を3群に
分ち,それぞれ研泉浴,山田湯浴,決水浴を
最短16日最長50E],大部分は1ケ月内外連続
して行った･此のTT例中浴により単調化の傾
向の見られた例は40例 rr)2%)であり (第9
図),益々甜lヒ期が延昆し不整の度を強 めた
坦遁生型 (B7･22む⊥塾壁呈上飽 難
い例は16例 (20.8%〕(第4図)であった.但
し悪化例21例中其の後の経過を追求し得たも
のが10例あるが,内3例は入洛期間中に整調
とな9,2例は2ケ月後の検索時には整 調と
なって居 り,T,例は同様 1-2ケ月後の検索暗
には浴前の程度に復して居た.即ち浴による
悪化は全例一過性のものであり,而も年数は
其の後整調な周期に変った事になる･
之等を借用泉別に区分すれば第4表に示す
如 く,研泉浴群46例中整 調化例6tRj.2%,悪
化例17.4%,無影響例LT.4%であり,親政泉
浴群21例中盤訊化例:13.3%,悪化例47.6%,
釦影響例19.1%であD,淡水浴群は10例中整
調化例30%,悪化例30%,無影響例40%であ
った.淡水浴は例数が少なtlから暫 くおき,
弱放泉浴群と強放泉浴群とを比較すると,後
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No.
第2図 不整 ラッチの入浴に よる整調化 (一部省略)
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第3図 不整 ラッチの入浴 に よ る悪化 (一部省略)
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第 4因 無 影 響 例 (一部省略)
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34 田 中
者では悪化例や 1多 く,前者では肇調化例多
い等と両温泉には作用の差異があるらしく忠
ほれたのでmXn分割表によって検定するに,
有意の差を認めた.即ち強放射能泉たるLlrl
湯は弱放射首巨泉たる研究所泉と作用の相異が
ある事になり,山田湯浴群に不審化例の多い
所より見るとラドン含量の多い方が雌性内分
泌器への刺戟が強いものと思はれる･但し山
田湯,研泉,淡水浴の何れもが整調化例,悪
化例,不変例を有して居る事から此の点に関
する限り以上の3浴に本質的な相違は抑 1と
言ってよからう･
叉以上の浴の影響は個体差が大で,1ケ月
以上も執 L.期を連続して居たのが浴によD極
めて整調な周期を有する様になった例もあれ
ば,経度の不整であるにも拘らず僅かの整調
化しかもたらさなかった例もある･此の事は
悪化例に就いても同様であり,静止期の延長
は数日の例から20日以上にも及ぶ例 もあっ
た.又之等の静止期の延長丈は短縮の程度は
山田湯,研泉浴,淡水浴の問に著明な差はな
かったが,前述の如 く反応には個体差が大で
あるから早急に結論する事はHl来ない･
峯詞化が規はれ始める時期は比較的明らか
に刊/JltL得たもののみに就いて見ると第5表
の如 く,研泉浴1(;例 は浴開始後平均10･4日
日,山田湯浴6例の平均
紘ll.5日目,淡水浴等9
例の平均は19日目で あ
D,各浴群に著明な差は
無 くgl上合計24例の平均
良 悪
に就き見ると第6表の如 く,研泉浴群 7例の
平均は入浴開始後 10･1日日,山田湯 浴 9例
の平均は8.2日目,計12例の平均は9･1日目
であった.
3)入浴の影響の季節による分類●●●●●●●●●●●●●
浴の影響は季節によって異なる事があると
言ほれて居る.よっで性周期に及ぼす浴の影
響は季節により相違があるかどうか を調べ
た.前節にあげた不整ラッチの入浴例中2季
節に跨らずに入浴せしめた5(;例を四季に分け
て表示すると第7表の如 くなる･即ち性周期
不整ラッチ56例中,春期 (3.4.5月)に入浴せ
しめた9例の中7例 (77.6%)が 整調化し,
悪化例は1例 (11･2%＼で計88.88%が浴に
よる変化を受けて居D,同様に夏期入浴14例
申9例 (64.2%)が整調化,1例 (7.2%)が
悪化,計71･4%,秋季入浴14例中4例 (28J;%)
が整調化,r･例 (iT,･7%)が不整化,計6Jl.3
%,冬季入浴19例申 14例 (73.7%)が盤 調
化,8例 (15,7%)が不整化,計89.4%が浴
によE)性周期の変化を受けて居る.即ち百分
率より見ると冬季が最も影響を受け易く,以
上春夏秋の順であるかの如 く見える.
然しmXn分割表21により検定すると有意の
差とは言えなかった.
第1表 性周期不整ラッチの温泉及び淡水浴による轡化
整 調 化
研 泉 群 3O例(65.2%)
山田湯群 l7(33.3%)
紘lo.8日であった. 淡水浴群 l;3(30%)
悪化例に於て,壁土巨望
傾向の始まる時期を比較
的明らかに判定し得た例
計 E4O(51三%)
不 教 化
8例(17･1%)
10(47.6%)
3(30%)
21(27.2%)
珊 影 響 l計
S例(17･4%,IF46例(1OO%)
i(1'J･1%) 21(100%)
4(40%) flo(100%)
16(.-'0･F%)I77(100%)
研泉群と山川湯に就いてmXn分割表により検定すると
Fo=3.7,nl-2,n2-… PrtF>3･7i<O.O5.'.有意の差あり
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22,17.ll. 7. (;. 4. 4. 1川.1
山田湯群 L21.17･1117.7･4･3･2.2. t 8 . iiJ
-r0.1
第n.表 性周期不整調ラッチの浴による影響の四季別
(研泉浴,山川湯浴,淡水浴の総計)
整 調 化
春 F7例(77.(1･%)
夏 l9(64.2%〕
. IlE. ト /ー .)
1例(11･2%)･1例(ll.2%) 9飢(1OU%')
1(7.2/Ob')H 4Lが･6%) 14(100%)
】4(100%)
冬 巨 (73･7%';I3(1,･7,Oof)i 2(1… %)H19(1OO%)
杢洞化例と悪化例を合計して撃化例とし不労例との比率
に就いてmXn分割表に従ひ検定すると
L/()=1.3nl=3tュe-CQ
l'rtl/>1･･qi>O･O･F,.'.四季による差は有意でない
(Ⅰ)人景的に不整化 した5tソテ性周
期に及ぼす泉浴の影響
既に述べた如 く性周期不整なラッチに長期
間の連続浴を行うと,大部分が整調化し一部
不垂化するのであるが,本章に於いては,人
為的に不整化されたラッチに研泉浴を行ひ影
響を観察した.
1)不完全栄養食飼育による性間期の●●●●●●●●●●●●●●●
不整と研泉浴
食物の量的不完全即ち飢餓に陥らしめると
全身の衰弱と共に性間期が不整になるのは当
然であるが,質的に不完全な飼料によっで性
周期が乱れる事は既に多数の報告がある.戟
中特に重要なのはVit;uminであって,Ⅴ.A,
V.Bl.Ⅴ･B2,V.C等の欠乏が障昭時に働 く事
は徳久3),中村4),関が 1等によって明らかに
ラツテを飼育し実
験に供した.本絢
料は主としてA,
ll,(二等のビタミン欠乏を 目的
とせるものである.
第T,図に示す様に,本飼料を
過剰に与えて飼育すると約 2週
間は体重が増加して行 くが,以
後は減少の傾向をたどり食欲も
著るしく不良となり行動も不活
澱となる･性周期の不整化,主
に静止期の延長も必発するが,
その時期については個大差が大
で開始後1r･日から35日の問に分散して居る･
然し不完全食餌開始後色々な時男凱こ1日1回の
研泉浴を連続した5例では,何れも浴開始後
間もな く周期の乱れが起った事が特徴 で あ
る.即ちNo.25は入浴開始後6日目より,lNTo･
126は入浴3日目,No･27は不完全食餌に抵抗
の強かった例であるが入浴 開始後 4日目に,
No.138は5日目,No.41は7日目より静止期の
連続が起って居る.
不完全食及び研泉浴例では温泉浴も同時に
止め完全栄葦食餌を毎日授与すると,全例と
も急速に快復し,3,4日以内に発情を見る事
は図によって明らかである.
所がこの際,完全食餌投与開始と同時に新
しく温泉浴を始めた例では発情期の発采が着
るしく遅れる.N0.5では15日目,No.94では
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7日目に発情して居る.即ち研泉浴は不完全 叉体重減少慶と浴との関係は明瞭ではなか
栄養による性周期の不整化を助長すると言え った･
る.
･一一一一…一一･不完全食餌
_ ~研 泉 浴
ttl□■l□■l□■t□
第 5図 不 完 全 食 餌 と 浴
(A) 対 照 例
No.
6J□■T□J□tl□目口.lロ■]□■lロILlロ■l口Ilロ ロIJ
43塵｡_■h+llロIl□J□J l□lTl口.lJ□I-lI□□ tl□ MI pll□JIJ□
/∫∫ /J2
tllロ ■l口 ■l□ ■I□■I□■l□33IBll□■l□■l□tlロtl□lIl]lI□
(P') 入 浴 例
2･7Il°LID.lロ J□ll□■l□
/49 /47
27lJDIIM□tl□■lロ■lロ,Il°Il°■lD■l□■lD■Iロ .l□Jロll□ J D J ]□JDJロ
体重g′∠ 竺 竺 竺 竺 竺 :㌢ 竺 二 三 二三
26■l□J□lI□ll口Il□■l□IT□■□ ll■l□ll□ll□ lllT□ ll□ I-目口ltOII□
/d■ ′6/ /eJ
/J-4
体重g
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(C) 正常食開始と同時に入浴
5.I□■l□■I□lI□Il□llロ■ l□ll□ll□■I□ □ □ tlロ ロ ■l□■ITj
9411□tl□lIl□rl□J□ Jロ.I□ qI□IIロPl□II□ ■I□ J ll□lT□
2)寒冷環境による性周期不薬及び婚娠率●●●●●●●●●●●○●●●●●
に及ぼす研泉浴の影響●●●●●●○●oo
ラッチ,マウスを冷蔵庫や戸外等の寒冷環
境中に飼育すると性間期が不整となる事に就
いては既に江藤6)大藩 7',井上8)等の報告があ
る･此の寒冷環境によって起った不整に対し
温泉浴は如何に影響するかを見る為,綿以つ
で性周期重なる事を確めてあるラッチ16例を
1日5時間30日～･FjoR連続して零下5OCの電束
冷蔵庫に収容Lで性周期の変化を観察し,内
8例は寒冷試験期間中1日1回の温泉浴を併
用した.第 6図に示す如 く,全例とも寒冷に
よって周期は不牽となE)静止期は延長したの
であるが,温泉浴を併用した 8例は其の程度
が軽い様に見え計算するに非温泉浴ラッチ8
例の平均では寒冷による1性周期日数の延長
は2日であったが,研泉浴群では0.8日に過
ぎなかった･然し推計学によると此の危険率
は10%であったから,再に例数を増加して確
かめる必要がある.
第 6図 寒 冷 と
(A) 対 照 例
No.
227ロ■TE:iAI□■T□■T□J口 ■lロ T□■r□ lJJl口
BBS口JロJロJDJロJ□Ih ■ll]■h Tl□II□
浴
■lロ ■ロ■lロ
寒 冷
研 泉 浴
231- rJ!Dll□ J□ ■Iロ+ .I口 J口11ロ ■k ■わ+ J□ ■l□ ■r口
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CB) 入 浴 例
229 JDJk]JkjJT□ J]ltd tdT□J□
_ ~~I- _二_-__-::_一二__二_~~ ~
幻6pl｡lI口■n" I｡'l｡J｡ 'llロ J｡J ロー｣ も
234 J u J □ Lh Jロ Ju J □
･lこit_･,.tlh.T｡.l｡.I:.IL1.Ir.l｡.l二.I｡■l_,.t口.lコIILj.lLl'lコIlコ■lD.lLj.lT□ tll
2･26 J □ J□tlロIlロ.l口 JロTl□ ■□ IID
2iO J□JロJロ J□Jlロt脚□JLu■鮎 JnJk JDJu J□JDJ□ 劇 ロ
24 J□ Ll口 .11才ロ II□ J□
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寒冷環境におかれたラツテの
妊娠率と温泉浴
上述の寒冷試験を行ったラツテに就き,試
験期間終了後の第1回目叉は第 2回目の発情
期に,健辰雄ラッチと交尾せしめて,温泉浴
群と非浴群で姫威力の比較を行った.雄性ラ
ッチは4例用rJ,堆 1例につき雌は浴群2例,
非浴群2例を合はせ,交尾後は検鏡により陸
脂膏内に精子を確認した･
非入浴群では8例中2例が姫娠出産し.浴
群では8例申 6例が姫娠出産した･推計学に
よるとp-0.06で有意に近いと言えよう.
斯 くの如 く推ji学上の危険率はや 大ゝきい
のであるが,寒冷環境暗に温泉浴を併用すれ
ば性周期,妊娠率共障樽の度を少な くし得る
可能性があると思ふ.
(I)幼弱雌デノテの成熟に及ぼす
温泉浴の影響
帝人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する括味的並びに実験的研究 (欝2編)
幼弱雌ラッチの性的成熟に及ぼす研泉浴の
影響を見る目的で8腹の同腹幼弱雌ラッチ20
例を対照10例,研泉浴群10例の2群に分ち,1
群には生後16日乃至80日,平均20El目よb研
泉浴を1日1回成熟す る迄連続 して行っ
た.
1)謄開口,第1回発情と温泉浴●●● ●●●●●●●●●
幼弱ラッチの摩口は薄い膜様組織で閉ざさ
れて居るが,性的成熟に達すると自然に開口
し,Ⅰ.ong等によれば46%は其れと同時に,戎
E)の大部分も10日以内に第 1回の排卵即ち発
情が起ると言って居E),一般に陛開口の日を
以って成熟の徴として良いのであるが,私は
腹開口の口及び第1回の発情の日をも調べ,
同時に成熟時の体重も測定した･
第10表に示す如く,対照群10例の陸開口は
平均生後5･1.8日日に起ったが,温泉浴群10例
では平均.19.6日目に起り,や1早熟の如きも
推計学上有意の差では無かった･又第 1回発
情の日も対照群S例では平均生後I'lS臥 浴群
9例では生後64日で,や し早いかの如きも之
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も亦推計学上有意の差を認め得なかった･膜
開口当時の体重は浴群の平均76.7g,対 照群
の平均31.8gで大差無い.
2)幼弱 ラツテの 卵巣,子宮の組 織 学的●● ●● ■● ●■●●●● ● ●●
撃寧
上述(1)に 使用 し た ラ ッチ の中10例は性 成
熟を親祭した後,静止期に解剖して卵巣,チ
宮の組織学的検索に供した.対照群と浴群の
比較は勿論同腹ラッチ問で為したので あ る
が,-マt･キシ1)ン,エオジン染色によって
見るに,原始卵胞,発育卵胞,成熟卵胞,新
旧黄体,閉鎖卵胞,間質挽,血管,子宮にあ
っては,壁の厚さ,内膜.腺組織の発育等何
れの項目も両群間に著差を見る事は出来無か
った･又其の際測定した卵巣,子宮の重量は
第11表に示す如 く両群間に著差を認めなかっ
た.
以上の同腹幼弱ラッチによる実験では,隆
開口,第 1回発情,子宮,卵巣の重量及び組
織学的検索の各項目に於て,何れも研泉浴に
よる促進の徴は見られなかった事になる･
第7表 同腹幼 弱 ラツテの成熟 と浴
(1)陸開tj日 (生後日数) 平均
吉f=10.n7_oe_18PrtF>0･78i>0105･･有意差無し
(2)第1回発情日 (生後日数) 平均
三io=10･nB28=8 PrtF>0･23i>0･05･･有意差無し
(3)陸開口当日の体重 平均
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第8表 同腹幼弱ラッチの性器重畳と浴
研 泉 浴 群
生後日数体重g～- -拒官
85 F 12 1 53
120 1 37 】 181
48 1 240
63 1 138
63 E 121
13 】 80
諸作用は温泉特
有の作用では無
く水道水の温浴
でも見られた.
叉浴による静止
期の延長や短縮
357 には個体差が大
282 で今回の例では
64 浴の種類による
117 r 3B d 208.4
総 括
1日1回4BOC5分間の強放射能泉た る山
田湯浴,弱放射能泉たる研泉浴又は淡水浴を
連続する事によって成熟雌ラッチの性周期が
変化する事が証明された.不整な性周期を有
して居たラッチの中52%が整調化され,27･2
%は寧ろ悪化したが,その中浴後も長 く検索
し得た10例中5例は整調化,5例 は前と同程
度に快復して居るのを認める軍が出来たから
浴による整調化は之等を合算すると53･5%と
なる.僅周期整調なラッチでも浴によりその
38.8%が不整化したが,之等も一過性のもの
と恩ほれた.結局浴を行った95例 中68例
(71.5%)が何等かの変化を蒙った事になる
が,最も著しい現象は不整な性周期の整調化
である事は前述の通Dである･
不整ラッチ中強放射能泉たる山田湯浴を行
った例は其の52%が整調化され,27･2%が悪
化し,20.8%が不変であったのに対し,弱放
射能泉に属する研究所泉浴では整調化62･5
%,悪化17.4%,不変17･4%であって,両温
泉は作用に差がある事が認められた･強放射
能泉浴群に悪化例が多い事からラドン含量の
多い方が刺戟が強いものと思はれる･以上の
差は結論出来な
かった.
性周期不塵なラッチに対する浴の作用を季
節別に分類すると,冬季入浴した ラッチ 申
89.4%が影響され,春季の例では88.8%が,
夏季の例では7].4%が,秋季の例では61.3%
が影響を受けて居 り,季節差がある如 くに見
えたが推計学に有意の差を示すに至らなかっ
た .
浴による影響が現われるのは,亜調ラッチ
の不塾化は浴開始後平均14.8ElR,不整ラッ
チの亜調化は10.8EIB,悪化は 9.1日目,級
平均では浴開始後10･1日目である.山 田湯
浴,研泉浴,淡水浴による差は明らかでなか
った.つ意E)浴 (温泉浴及び淡水浴)を行っ
たラツテ申その7】.r7%が11El日頃から性周期
に変化を生じ始めるが,29･tFj%は影響を受け
なかった事になる.叉比の作用に著るLtl季
節差は無いらしく,強放射能泉に刺戟作用が
強い事もわかった.
次に人為的に周期を不整ならしめた場合,
其れがビタミン等の欠乏によって起った時は
研泉浴は有害無益であE),寒冷によって起っ
た時は治癒的に働 くのではないかと息はれる
成績を得た･
同腹幼弱ラッチの陛開口は温泉浴群平均生
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後49.6日目,対照群平均的.8EI目,第 1回発
情は温泉浴群生後64.3日日,対照群68日目,
膜開口当時の体重は温泉浴群平均 79.7g,料
照群81･3gで何れも温泉浴群に良好である様
な感を与えたが推計学的に有意差を見なかっ
た･因に,此等の数字は竹脇教授が正常ラッ
チについて報昔したものと大差ないので あ
る.
又之等のラッチを剖検すると,温泉浴群の
平均は体重113g,卵巣電量31.6mg,子富重
量161mg,に対し,対照群の平均は体重117g,
卵巣重量i2mg,子宮婁量2鵬.4mg,で差を認
めず,組織学的にも卵胞の驚育,黄体形成等
に著差を見出す事は出来なかった.即ち研泉
浴は幼弱雌ラツテの性的成熟に著明な影響は
輿えない様に思はれる.
以上稔括すると,雌ラッチに長期間連続し
て温泉浴や淡水浴な行,B､時,大部分に性周期
の変動 (主として整調化)が起るが,其の変
動の様相は個体によって異なり,特に不健康
な状態にある時は其の原因によっては浴の影
響は全く相反する事もあり,叉研泉浴は幼弱
ラッチの成熟には大きな影響をは与えない事
がわかった.
結 論
ラッチに弱放射能泉に属する研究所泉浴,
強放射能泉に属する山田湯浴及び淡水浴を,
長期間連続して行った結果次の事を知った.
1)性周期整調なるラッチ中38.8%が温泉
浴の為不整化した.
2)性間期不調であった ラッチ中温泉浴,
淡水浴によE)52%が整調化され,29.2%が寧
ろ不整の慶を強め,20.8%は影響されなかっ
た.此の作用に就いて弱放射能泉と強放射能
泉で差異を認めた.
･'i)斯かる浴の作用が規t'Lるのは入浴開始
後平均10乃至L4日目からであり,浴の種類に
よる差娃明瞭でなかった.
4)浴により性周期の変動する率は数字で
は冬季が最大で以下春,夏,秋の順であった
が,推計学上の有意差を示すに到 らなかっ
た.
r･)ビタミン等の欠乏による性周期不整は
浴によって増悪し,寒冷による不整や姫娠率
の低下は浴によって好影響を受けた.
6)幼弱ラッチの握開口や第 1回発情は,
研究所泉浴によりや1促進されるかの如き数
字を得たが,推計学上の有意差を示すに到ら
なかった.
文 献 後 記
潤筆するに臨み,御指導 と御校閲を賜った恩師
八木教授並びに所長大島教授に衷心より感謝の意
を表する.
倍本論丈の要旨は昭和26年第16臥 同27年欝L7
回,同28年第18回の日本温泉気候学会総会に於い
て発表した･
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婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に
関する臨床的並びに実験的研究 (第3編)
作用機序に関する内分泌学的考察
岡LU大 学温 泉研究所 産婦 人科
(指導八木 日出雄教授'大島良雄所長)
田 中
第 2編で,成熟雌ラッチに温泉浴を連続す
ると,其の性周期は多くは整調化,即ち規則
正しい排卵と静LE=期の短縮を来し,一部の例
では一時的な不整化,即ち排卵周期の不規則
を来す事を述べた･然しながら如何にして斯
かる現象が起こるかは明らかでない･温泉浴
が婦人の性機能を良好にする軌こ就いては'
最近でも月経の変動に関する石田9)辛,排卵
に関するY.CLl･nelO)の報告があるが,其の機
転に関する考察は未だ見ない所である･何れ
の内外威苦も洩泉浴は性器のホルモン感受性
乃至分泌を克める旨の莫然とした記載に留っ
て居の,実験的な根拠に乏しく,複雑な機構
を有する性内分泌の変化に対する満足出来る
解釈はなされて観ないと言っても良い･よっ
て以下1.2の考察を試みた･
(Ⅰ)雌性内分泌器のホルモン感受
性に及ぼす温泉浴の影響
Zondek,Aschle三m によって下垂体前案の
卵巣に対する作用が明らかにされて以来,内
分泌学は長足の進歩を途げ.特に近年As1-ner,
Ro.tlSlg其の他によの間脳特に視床f部の僅旗
能に対する意義が明らかにされて以来,間脳
と下垂体を機能上一つの系統と見激し問脳下
垂体と名付け,此の機能体系で各種の現象を
説明する様になって来た.鵜に注目すべきは
卵胞ホルモンの下垂体前葉-の連作用に間脳
良 憲
が介在すると云う考え方で,本邦では小林11)
等が多数の実験によ鋸忍めて居る･結局現今
の有力な説では,前葉から分泌された向件隠
ホルモンは卵巣に作用して其のホルモン分泌
を克め,卵基から分泌されたホルモンは共の
支配下である所の子宮や睦其の他に特有の変
化を与えると同時に間脳に作用し,間脳は再
に向性隠ホルモン等の分泌調整を行ふとして
居る.
所で,既に述べた様に性周期が入浴によっ
て変化する以上,間脳下垂体系より卯英に到
E),卵基より一方は子宮,睦に,一方は逆に
間脳下垂休系に到るとtlふ北の内分泌体系の
少くとも何処かに,浴による変化が起きなけ
ればならない.勿論体系中一個所の変化は直
ちに他に影響し,全体の旗橋の改変が生する
訳である.
浴による変化の生する内分泌器を調べる一
方法として上述雌性内分体系の各部分のホル
モン感受性を調べる事にした･即ちェス トロ
ダンに対する子宮の感受性,向性腺ホルモン
に対する卵英の感受性,エストロゲンに対す
る問脳下垂体の感受性に於いて,温泉浴を為
した例と然らざる例で相違があるかと言ふTIi-I
である.
使用動物はラッチであり,飼育及び使用上
の要点は2編に記した通りであ9,温泉は弱
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放射能泉に属する研究所泉(研泉と略称)を主
とし,最近発見された強放射能泉に屈する三
朝付ひすゐ湯 (実験当時ラドン畳iZTl･マツ-)
をも使用し,常に420Cl回r5分･間として,何れ
の実験でもLi週間内外連続して入浴せしめた.
1)子宮のエストロゲン感受性と書風泉浴●●●●●●●●●●●●●● ● ●
地歴成熟ラッチ1O例を手術的に去勢し,瞳
脂膏で掛 ヒ期が連続するのを確かめた上,体
雷の近似せるものを各対としてr)例づつの2群
に分ち,1群には術後im日日より研泉浴を20
日間行ひ,他の1群は対照 として入浴を行な
わなかった.
入浴期間終了後直ちに両群とも全例 1例に
つきェストロダン水溶液10単位を2日間4回
に分割して皮下注射し,注射開始後72時間目
に仝例解割して子宮重量i;:測定した.第 1表
に示す様に,エストロゲン非投与ラッチに比
し両群とも著明な子宮_lT:.量の増加を来たして
居るが,浴群の平均は(;27mLl(体重平均.2.3pg),
対照群の平均は629mg(体蛋平均215g)であ
って差は言忍められなかった･
第l表 エストロン注射による去勢ラッチ
子宮増大
(ェストロン水溶液50単位)
(非注射ラッチ体重l(jOg子宮350mg)
AO)卯崇との同性瞳ホルモン感受性と膿泉浴●●■○■▼●■● ●●●●■■●●
幼弱ラッチに卵胞刺戟ホルモンを注射する
と卵罫は形態上では卵胞の肥大,成長を起こ
し,機能上ではエストロゲンの分泌を克進す
る結果,子宮の肥大や腹脂膏の発情期像を来
たす･そこで同性瞳ホルモン注射後の卵農の
重量,子宮の_Aifi量,発情持続時間に就いて,
予めi温泉浴を為した群と然らざる群に就いて
比較検討して見た結果を第2,;i表に示す.倭
用ホ)I,モンは胎盤性と前葉性の性隠刺戦ホル
モンの合剤である所のシナホ 1)ン12)である.
i卵巣,子宮重量の比較･
13例の幼弱ラツテを各々体更の近似せるも
のを対としてB群に分ち, 1群は20日間の研
泉浴を行ひ他の1群は対照とした.入浴期間
終了後直ちに両群とも全例1例につきシナホ
.)./1豪兎単位を12日間 4回に分割皮下注射
し,注射開始後 5日目に解剖,卯基と子宮の
禿量を測定した･両群とも比注射ラッチに比
し卯某,子宮の芽:量は著るしく増 加 して居
め,卵果霞量は浴群 7例の平 均 1limg〔体重
46.4g),対照群 61ylJTu)平均 は1il.T,mg(体重
4ilLq)で,や し俗習に重量増加の傾向が あ る
様に見えたが推計学によると有意の差ではな
かった.又子宮重量 は浴群 10(L)mg,対照群
94.3mgで此れ文芸を認めなかった･
i発情持続時間の比較
幼弱ラッチ17例を体貢の近似して居るもの
を対としてi!群に分ち,1群 には2週間の研
泉浴を行払,入浴期間終了後直ちに両群とも
1例につきシナホT)ン2家鬼単位を2日間4
回に分割皮下注射し,毎 日3-4時間毎に膜脂
膏を調べ角化上皮の有無を捺した･陛脂膏に
Ifj化上皮のみを見る期間を発情期とした時,
其の持続時間は浴群10例の平均は33･1時間で
あり,対照7例の平均は31.6時間であった･
斯 く平均値では浴群の方が性腺刺戟ホルモ
ンによる発情持続時間は長いのであるが,3
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～4時間毎の測定であるから差と云ふに定 り 至りェストログ-/を短期間使用すると,前葉
ない.結局卵英の性腺削戟 ホ71,モン感 受 性 の性腺刺戟ホルモン (恐らくは黄体形成ホル
は,重量の点からも機能の点からも浴群と対 モ-/)の分泌が増加して来る事実がBr'"･dl)ury
照群に差を認めなかった事になる. 其の他により発見された.故に幼弱ラッチに
第2表 向牲悦ホルモ-/による卵巣の増大
(シナホ])ン1家兎単位 4回分注)
(非注射ラッチ:体重48g,子宮43mg,卵巣8･7mg)
卵巣:1;0-0.342 n1-1 n2-ll Pl-tl･l>O.342i>0.0{)
∴有意の差でない
第3菱 和冊泉ホ,I,モン注射による幼弱ラッチの発情持素鄭寺聞
(シナホ7)ン.2豪兎 単位 4回分注)
I.･∴ =十 ･'言.‥･:工/-∴;:-;,丁:.I_::∴ I":
対 照 群 l9,33,12,35,31,81,20,
大量のエストロゲンを1回
注射すると其の後7-9日H
の卵農には出血卵胞父は黄
体が認められ る (Iiohhveg
現象)し,又成熟ラッチで
は排卵の直後に投与すると
黄体が存続して静止期が延
長し偽妊娠を来たす事にな
る.
エストロゲン欠乏の状態
は去勢や閉 経期に起こり,
此れに対し前葉は卵胞刺戟
ホルモン分泌の先進を以っ
て応する事は周知の事実で
ある.而して比の時は前葉
に形態的な変化を伴うので
あって,重貴の増加 と共に
;11･(;時間 所謂去勢細胞が発生する事
(但,測定間隔4-8時間)
3)間脳下垂体系のエストロゲン感受性●●●●●●●●●●●●●●○●
と入浴●●●
正確には問脳機能と下垂体機能に分骨て考
えるべきであらうが,方法に於いて困難であ
るから両者を合はせて一単位として考 察 し
た.
此の系のホルモン感受性とは二つの面を考
えなければならない.即ち体内のエスト｡ゲ
-/過剰に対する反応とェストロダン欠乏に対
する反応とである･従来エストロゲン過剰の
状態になると前葉の卵胞刺戟ホルモン産出が
減少して来る事が認められて居たが,近年に
が既に1905Fichemによっ
て発見されて居り,叉前葉を形成する3種類
の細胞の申好酸細胞数の減少と好塩基細胞数
の増加も認められて居る･
温泉浴により間脳下垂体系の機首紬ミ変化す
るとすれば,以上述べた各機能も亦撃化して
良い筈である･
i大量エストロゲン注射による幼弱ラ
ッチ胞卵の黄体化 (Hohlweg現象)
と洩泉浴
5腹18例の幼弱ラッチを同腹仔毎に2群に
分かち,1群には18日間研泉浴を行ひ終了し
た翌日両群共生例にエストロン ベ ンツア-
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ト1000畢位を1回に注射し,其の日より8日
目に解剖した･卵基を桧するに陽性例,粕こ
浴群にあっては卵英は著明に充血し,黄体,
出血卵胞の為に桑実状を呈して居るのが認め
られ,其の後作製したへマトキシ)ン,エオ
ジン染色による組織標本を参考として,両側
卵巣の出血卵胞と黄体数を数え結果を第5表
に示した.
研泉浴群f)例の平均は 4･9個であるのに対
し,対照群 9例の平均は1.8佃であり1%以
下の危険率で有意の差であった.浴群は重刑
ともHol-1Ⅳeg現象場性であったが,対照例は
9例中6例陽性 (66･(;%)であって最近報告さ
れた小林13)の成績と似てゐる.
卵巣重量の平均は浴評14mg,対照群12mg,
子宮重量は浴群IiZr･mg,対照群 119.2mgであ
E),研:/6群に良好かの如 くに見えたが推計学
では有意の差でなかった.
i大量卵胞ホルモン注射による成熟
ラッチの偽姫娠と温泉浴
同様の現象は成熟ラツテでも起るのであっ
て,此の際はエストロゲン注射後黄体及び排
卵制血による静lL期が続 くのである.ラッチ
は予め瞳脂膏によ射てL.周期整なる事を確かめ
てから使用し2･3の予備実験を行った.
注射の時期 黄体化による偽姫娠であるか
ら黄体発生の時期である発情期の経の又は発
情後期の始めに注射した.
ホルモン:エストロン ベンツアートでも
どペンヂル系合成ホルモンでも作用の相違は
無かった.適量を知る為500単位から5000単
位に到る6段階に分けて比較したが,此の範
助では量による効果の差は大差無かった.即
ち例えば500革位で陰性の例では5000単位授
与しても陰性であったし,反面T,000畢位で陽
性の例は500単位でも陽性であった･即ち投
第4表 卵胞ホルモン注射による幼弱ラッチ卵巣の黄体及び出血卵胞数 与されたホルモン
(オバホルモン･ベンツアート1000単位注射後8日目)
研 泉 浴 群
体重 gL子宮mg‡- mgFIR-･植
の量よりは個体の
対 照 群 内的因子の方が此
子宮mgi卵巣mg芦黄値 の反応には関係の
芸 6-tot ,25 i 141 4･9日 6･･2日 19･2i 12 i l･8
子宮重量の検定 卵巣重量の検定 黄体及び出血卵胞数の検定
Fo=O.OL')4 1･'o=1.56 上･'O=10.3
nl-1∩.0-1r･ nl-1n2-16 rLl-1t12-16
Prtt;>010541>0･05 Pl甘 >1･5Ui>0･05 Pr什>10･3i<0･01
.'.有意差無し .'.有意差無し .'.有意の差あD
深い事が わかっ
た.
効果の判定 エ
ストロゲ ンを注射
するとホルモンの
量qC応 じて発情期
が IEl乃至8日続
普,其の後 1日乃
至10数日の静止期
があE)次いで本来
の性周期を繰返え
す様になる.Ⅰ.otlg,
EvanT･によれば輸
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精管を切離した維ラッチと交尾させて偽姫蛎
を起した時の日数は,平均12.4日と言ひ,竹
脇教授川 によれば10･8日士 0･4日であったと
言ふ そこでエストロゲ>,による偽姫蛎の判
定も静止期持続が 7日以上のものを効果顕著
例とし,以下を不明確例として判定する事に
した.
卵巣の組織学的換索:一般に静止期の延長
即ち発情の抑制には2の原因が考えられる.
其の1は性腺刺戟ホルモンの欠乏による卵巣
の萎縮であり,他の1は黄体形成ホルモンに
よる黄体の機能存続によって排卵無きもの即
ち偽姫蛎である.エストロゲンによる静止.期
の延長がどちらに原因するものか を知 る為
に,ホルモン注射後の静止期連続10日日のラ
ッチを剖検し,卵農ホルマ)ン固定,カーボ
ワックス包埋,-マトキシリン,エオジン染
色により検するに次の通りである･発育卵胞
(+),成熟卵胞(-),黄体(≠),閉鎖卵胞
(廿),出血卵胞(+),充血(+)･即 ち出血卵
艮 憲
実験例.性周期整調なラツテ･55例を2群に
分け,1群には1日1回の研泉浴を20日乃至
80日連続し,入浴期間終了後最初に発来した
発情後期に両群共全例に,1例 につきエスト
ロゲン ベンツ7-ト2OOO単位を1回に皮下
注射し其の後も随順膏の検査を続行した.
第5表に示す如く,偽娼娠の顕著なものは
浴群28例中17例 (60･8%),対照群27例中9例
(33,4%)であE),Fisherの直接碓率計昇法に
よると危険率3.8%で浴群に多い事がわかっ
た.又陰性例に研泉浴を行ひ而る後再び反応
を試みると,3例 中 1例が顕著な偽娘娘を起
したのであるが,之を第1図に示すと,No13.
のラッチは2回の施行で2回共反応は弱かっ
たが,25El問の研泉浴後の施行では著るしい
静LE期の延長を来してゐる･
即ち黄体発生を目標とする時成熟ラッチで
も幼弱ラツテでも間脳下垂体系のエストロゲ
ン感受姓は温泉浴により克進する節が判明し
た.
胞の発生と黄体の存続,充血が著明な撃化で
あって,黄体形成ホルモ 卿 表 大量ホルモン注射による成熟ラッチの偽妊娠
ンの作用の意味するもの
である.即ち大量エスト
ロゲンによる排卵抑制は
偽姫娠に属する事がわか
った.
陽 性
研泉浴群
対 照 群
17例 (60･8%)
9例 (33･4%)
陰 性
1]例 (80･2%)
18例 (66･6%)
28例 (100%)
27例 (100%)
t-】.77 G 〔t)≒0.462
α-0.038 .'.有意差あり
算 1図 大量 卵巣 ホJL,モ ン注射 に よる偽 姫蛎 と研泉浴
●エストロンベンツアート2000単位注射
.No.
]註JDJ｡.th .lDJDJロJ□Jr｡ JD JDJD JDJDJDJ口.ll□● ●
1t暮lロ
対 照
握旦'IロIll｡ ■lロJ｡J｡■lロ'Ilロ'l｡'I｡'I｡'T｡tr｡lT□■r｡'lll｡.IcLI_IロJ｡J｡■ ● ◎
500単位 5000単位
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ii去勢による下垂体前葉細胞の撃化
と温泉浴
去勢による前葉の轡化の主なものは重量の
増加,去勢細胞の出現,好酸細胞の減少と好
塩基細胞の増加である事は周知の事実 で あ
る.
創出した前案の病理組織的検査は,Stiel)氏
き夜固定,カーボワックス包埋,-マトキシ1)
ソ,エオジン染色によD行った･1部 には
Bouin氏液固定,HeidenheinによるAzan染色
も試みたが,私の目的には前者の方法でも満
足出来た.
細胞数の算定を便利にする為,顕戯鎧の接
限筒にT,mmX4mmの孔を開けた紙を装着し
第 (,表 去勢 後 日数 と去勢細胞
て硯野を狭窄せしめ,倍率40×10で細胞数を
算定した.以下 1槻野と称するのは此の狭窄
した視野の音である･
1前葉の旗本中各盾に渡って4枚の標本を
選び,l標本からは其の大きさに応じて4乃
至14硯野平均 S硯野をとり,各班野中の去勢
細胞数及び好酸性細胞数全細胞数を数え,後
に平均低を求めて其の前葉の値とした･
予備実験として去勢後の日数と去勢細胞出
現の関係を調べたが,諸家の説 く如 く,去勢
後2週間紹後よE)明瞭となE)24日口には大き
ち,数共に極大に達するのを認めた･し第6表)
性周期重な雌ラッチ18例を4群に分け'研
泉浴誹,ひすゐ揚浴,If,淡水浴群,対照非人
第 7表 去勢 ラッチの下 垂体前葉細胞 の変化
(去勢後18日目,ヘマトキシ.)ンエオジン染色)
(去勢細胞数は1硯野中の数)
浴群とし,背部より手術的に
去勢し18日目に剖検,前葉の
検索を行った･又浴群は何れ
も去勢の1週間前より1日1
研 泉 浴 群 i ひす ゐ浴 群 r岳淡 水 浴 群 FE非 浴 群
(非去勢ラッチ:去勢細胞 0･好酸細胞 5412%)
去勢細胞数は-10×1Llの倍率にて1相野の平均数
好酸細胞は全細胞に対す る百分率.
去勢細胞数の分散分析による検定
Fo=13.85
PrtF>13･851<0.01
.'.有意差あD
回の浴を始め,剖
検の日迄即ち25日
間蓮根 して行っ
氏.
結果を第7表に
示すと,1硯野中
去勢細胞数の平均
は研泉浴群 (5例)
9.9,ひすゐ湯浴群
(4例)ll.6,淡水
浴群 (4例)11･1,
対照群(5例)3･5で
浴群 3着に大差は
無いが対照群は其
好酸捌 包%の分散分析による検産 れ等よの著るしく
蒜 三f.121D .., 少なく,分散分析
.I.有意差無し によると有意の差
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と認められた.又何酸細胞の百分率 の平 均
紘,研泉浴群36%,ひすゐ執 行群3115%,淡
水浴群34.5%,対照群39･9%,であって,何
れも非去勢ラッチよりも減少して居E),特に
浴群に其の傾向が著るしい様に見えたが分散
分析による差は有意でJ.nCかった.
叉去勢後18日目の下垂体前葉の歪量を比較
すると第 8表の如く,研泉浴群の平均は5･8
mg(体車17Og),払すゐ湯浴群4･9mg(体重
163g),淡水浴群5･8mg(体束17;-)t,C),対照群
4.6mg(体重川G.qr)であって,非去勢ラッチ
に比し増加して屈D,特に研泉浴群,淡水浴
群に著るしく,又4群の値を分散分析すると
有意の差と認められた.
要約すれば,去勢による前菜の重量及び去
勢細胞の増加は入浴群に良好であって,間脳
下垂体系の克進が推測されたが,浴種による
差は著明で無かった･
第 8表 去勢ラッチの下垂体前葉重量と浴
(去勢後18日)
艮 悪
しなければならない.此の場合臨伴上注目さ
れて居るのは肝臓のエスTL｡ゲン破壊作用で
ある.ェストログ-/が主に肝臓で破壊される
事がSill)crste:n(1933),ZorLdek(1984)によ
D実験的に証明されて以来,此れに関する報
薯は多数に上 り今や定説となり,臨休上エス
トロゲンの経口投与による効果減少や,肝臓
疾患時の性機能障曙等は此れで証明されて居
る.故に肝臓の本作用に対する温泉浴の影響
の有無を知る事は大きな手掛 りとなるであら
ラ.
使用ラッチは同腹幼弱ラツテ]T,例で 1腹毎
に研泉浴群,淡水浴群,対照群の3群に分か
った.浴群は1日1回の入浴を24日間結け,
其の翌日よE)2日間4回に分けてど-ンヂル
系合成ホルモンロバ-ルを計別00単位経口投
与した.対照群も同様に経口投与し,何れも
最初の投与から72時間日に剖検,71官の重量
研 泉 浴 ひすゐ揚浴 挽 水 浴 非 浴 群
讐g憧 mg順 風 g
?? ?? ?? ?? ? ?? ? ? ? ?
??
?
?
? ?
??
?
?
??? ? ? ? ? ??? ? ??? ?? ー
- _-:.
170】 5.8日 163】4.9
(非去勢ラッチ 体重 125g 前菜 4mg)
分散分析による検定 Fo-4.15nl-1,rl_0-14
PrtF>4.51<0.05 .'.有意の差あ9
(Ⅰ)肝膿のエス トE3ゲン破壊作用と温泉浴
(I)で雌性内分泌器のホルモン感受性 と浴
との間孫を述べたが,牲機能を論する場合生
体内に於けるホルモンの代謝に就いても考察
増加度を比較した.2000単位と言
う投与量は多過ぎる感があるかも
しれないが,食物と混じて与えた
為か,やlラツテが大きい為か,
ェストロダンでは2000単位でも発
情を起さなかったので,同量の合
成ホルモンを選んだ わけである･
第 9表に示す如 く,子宮の重量
は3群何れの例もホルモンを与え
ない例よE)は増加して居るが,皮
下注射 (但しロバール1000単位 2
回分割)した例よ鋸ま著るしく小
であるから肝臓による破壊は疑ふ
べくもない.よって3群を比較するのに,各
同腹ラッチ群とも非入浴例の子宮重量が浴例
よりも着るしく大であり,浴群では研泉浴群
が淡水浴群よE)や1大であるが大きな差では
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なかった.平均値を挙げると研泉浴群230.2
mg,淡水浴群2O9.2mg,対照群 274.6mgで
あった.即ち浴群では授与されたホルモンの
破壊が大であった事を示すものである･斯か
る浴による性ホルモ-/処理能力の増加も温泉
作用機転の-として数えるべきであらう.
叉以上の各作用中研泉浴とひすゐ揚浴と淡
水浴との問に著差は認められなかった.
以上の事茸から節 2編で述べた所の浴によ
るラッチ性周期の整調化と言 う最も目立つ現
象は納得し得るのであるが,少数ながら一過
性の不整化を生 じた例があるのは如何なる磯
第9表 女性ホルモンの肝臓による破壊と浴
(ロバール2000単陸.4回分割経口投与)
研 泉 浴 群 淡 水 浴 群
転に基 くものであらうか,吹
に其れに対す る考察 を述 べ
対 照 群 る.
体重 gl子宮mg (A)浴による牲周期不整
??
? ?
214 化に関する考察
168 t tJ5 1 206
平均 l 88･6I B30･2L 86･2t 209･2
9ii 274.6
非投与ラッチ:体重 94g,子宮 162mg
ロバール1000単位投下注射ラツテ:体重9Sg
小 括
間脳下垂体系より卵巣に到E),卵農より一
方は子宮に,一方は再び間脳下垂体系に至る
性機能系の各々の,ホルモン感受性に及ぼす
長期間の連続浴の影響を捻した.エストロゲ
ンによる去勢ラッチの子宮埠大慶や,向性腺
ホ,I,モンによる幼弱ラツテの卵巣,子宮の重
量増加,発情持続時間は何れも研泉浴による
著明な影響は見なかった･
而して,間脳下垂体系のエストロゲン感受
性はHohlWeg現象,偽舵嫉,去勢 による前
葉の肥大,去勢細胞数よE)見る時,浴により
著明に先進されて居た･
肝臓の性ホルモン破壊能力も浴群に良好で
あった.
1)組織学的検索●●●●●●
ラツテに温泉浴叉は淡水浴
を毎日続けると,性周期が反
って不整化する郭があE),其
の大部分は排卵制lLによる静
止期の延長である事は第2編
で既に述べた.斯かる静止期
の持続の原因としては,卵基
子宮700rng･ の萎縮,変性により排卵し得
なくなったものと,前葉の黄体ホルモンの作
用による黄体持続によE)次の排卵を抑止され
たもの即ち偽姫板によるもの との2つが あ
る･今回の場合は共の何れに基 くものであら
うか.
斯かるラツテの例 (第2編第4図No.124)を
静止期持続16日目に剖検するに,卵巣は肉眼
的にはやや小なる他は変著な く,ホルマt)ソ
固定後-マトモシ7)-/,エオジ-/染色を為す
に所見は:衆の通Dであった･腔上皮は正常,
発育卵胞は中等大以下に留まり,数もや1少
なく,腎粒細胞は変性しっ 1あるものが多数
詑められ,成熟卵胞は報い.原始卵胞及び間
質腺の発育は正常,黄体は退行期のものを少
数見る･田血卵胞や充血は無い･
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此の所見よ掴 日義は軽度の機能低下の状態
にあE)偽妊娠では無いのがわかった･
次に同ラッチの前葉の組織像を見るに,秤
酸細胞,好塩基細胞,主細胞の比率は略}r正
常,去勢細胞は無く,軽度の充血あE),一般
に所見に乏しtlが,板がピクノーゼに陥って
居る細胞を少数ながら見る所から,前葉は正
常,叉は軽い機能低下状態にあると息 はれ
る.卵巣の萎縮が原発したものであれば,前
葉は其れに対して機能克進を以って答えても
良いのであるが,斯かる像を認めなかった事
は前葉の塵能失調が原発し,其の為卵巣の機
能が低下したと見るのが安当ではあ るまい
か.
以下浴の本質的な作用に基 くものか,叉は
二次的な現象かについて 1,2の成績を挙 げ
るに止める.
2)高過浴,長時間浴と性周期●●● ■●●■●●●●
人間に於いては,恐怖や強い感動等の純精
神影響によって!.nモ月産が起る市がある･所謂
戦時無月経1つ)の一部等が之に属する･一方ラ
ッチの如き動物に温浴を行う時,浴と言う不
慣れな刺戟に対する心理的動揺から排卵制LE
が起る事も考えられる.そこで牲周期垂調な
ラツテ3例を460Cの温泉に1日1回5分間10日
間入浴せしめた.非常に熱tlからラツテは大
いに驚博して暴れるのを無理に固定して入浴
せしめたのであるが,第2国に示す如く何の
轡化も見られなかった.
叉,他の3例にはi20C30分間の研泉浴を1
回行った.之も大きな刺戟になると思うので
あるが性周期に何の撃化も起らなかった･
以上の如く1時的ではあるが温度又は時間
的に非常に強い不安に陪らしめる様な浴刺戟
をラツテに与えても性周期は乱れなかったの
であるから,恐らくラッチの普通の入浴に於
ける精細的要素は少ないものと考える･
3)浴による体重減少と性周期●●●●●●●●■●●●
一般に塩浴は新陳代謝を克める為動物は体
重が減少する.極端に言えば体力消耗を生じ
た結果二次的に性周期が乱れるのではないか
との考えが生じる.然し研泉浴を連続しなが
ら体重を測定すると,第3図 No･34の ラッ
チの如 く体重減少甚しきにも拘らヤ性周期の
乱れないものや,No.32の如 く体重減少が軽
度であるにも拘ら中性周期が不整となる例も
ある.叉入浴を行わないラツテでNo･29の如
く順調に体重を増加しながら性周期は不重な
ものもある.故に体重の増加,減少と性周期
の不整とを直接陪びつけて考える事は出来な
い.第 4図には温泉俗により体重の減少する
有様を示した･
4)泉質の変更と性周期●●●●●●●●●
正常ラッチに温泉俗文は淡水浴を一ケ月余
蓮積して行ってから,淡水浴を温泉浴に,或
いは温泉浴を淡水浴に切換えて同様に継通し
て行くと,間もなく性周期が乱れる部がある
のを第4図に示した.此の傾向は初めの連墳
浴で既に一過性の乱れを起した例に著しい.
例えばNo･10のラッチは初め淡水浴を連壊
した時,浴開始後 9日目よE)一過性の静止期
の延長を来たして居るが,淡水浴42日にして
研泉浴に変更して蓮績すると,間もなく再び
一過性の静止期延長を起して居る.No.13は
初め研泉浴を遵壊して居た時20日目に一過性
の静Lt期延長を来たし,44日目に淡水浴に切
換えて連緯すると間もなく再び一過性の静止
期延長を来たして居る.
然るに,No.12は最初淡水浴を達観して居
る時に周期の不整化は顕著でなかったが,徳
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に研泉浴に切換えても同様顕著な変化は起さ
なかった.
以上の例は或る浴に慣れた場合,泉質を換
える事により再び新しく生体が之れに反応し
て行 く事を示して居り,浴による性周期の一
過性不整化も又浴の本質的な作用の現れであ
る事を意味して居る,
第 2図 高 温 浴,長 時 間 浴 と 性 周 期
No.
2旦b I_□ll□J□J□J口J□■l□
460しこ6分間
23j&_QID_.Iロ_JIロ_11ロ_塵 ロ__q!｡●
420C40分間入浴
????? ? ? ?
? ? ?
No.
(;J.l口.J□J□J□J□J□
460C5分間
21-I□Il°tlロ■IロJロ●
42OC40分間入浴
第3囲 温 泉 浴 と 体 重
No.
321LI□Ll□■Il□Il°■Il□Jロ J□
/タJ7
/82 /80
84Il°■I□■l□J□I-1□■lロJ□Il°
/76
体重ge＼ ゝ て 1ク/♂〃
29 ■l□ ■l□ ■l口 tll□ tll□
体重
g/28
第 4図 温 泉 浴 と 体 重 増 減
?
? ?
ー
?
??
?
?
??
?
7日目 14日日
研 泉 浴
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第 5図 泉 質 の 変 更 と 性 周 期
No.
10 JロJ□ J□ ■l□ ■1-I ltll□ J□TTL□Jl□ll
研 泉 浴
漠 水 浴 - ~
■I□ tl□■■l□■Iロ
ll.巌 _■1□J□■TロIT□ Il口 IlロITロ■lロIlロ■t□II□ ■lロ■l□ Ilロ IFl□
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5)腹陛円温度と温泉浴●●●○●●●●●
前項で述べた泉質を変えると性周期に変化
を生する現象の原因として,性器の血流増加
が研究所泉と淡水で異るのでは無いかと言う
考えが先づ浮ぶのである.血流を測定する事
は技術上困難であるから,卵巣附近の腹腔内
の温度を測定して類推する事にした･
使用動物は成熟海浜で浴槽中に牛立位に固
定し,注射針状銅コンスタンタン熱電唯を側
腹部よE)腹睦内に剰入固定し,電流計の講を
温度に換算した.賓験開始後暫 くの問は自然
に腹腔円の温度は下降して行くので一定値を
取る迄待ち,次いで430Cとした研泉水又は
水道水を静かに浴槽内に注入し,海保の胸部
迄浸し10分後に流出させ.浴前の湿度に復す
る迄其の儀の状態で温度をL介在に績んだ.
同一鞍漠で淡水浴と研泉浴の比較をしたが
測定の日は臭って居るので,豊田の温度と冷
却力 (湿カタ寒暖計で測定),及び熱電唯 の
腹陸内の位置を同一にする棟注意した.
腹腔内の温度の昇降を順を追って記すと,
第5図に示す様に浴開始後急速に下降し.2分
乃至3分にして最既になる･次いで上昇を始
め大概離浴前後に浴前借に復し,以後は上昇
を続け離浴後20分乃至30分にして再び浴前借
に帰る.初めの下降は皮膚表血の血流増加に
伴って腹腔内の深部血管に収縮する事に基 く
のであE),Dar,tore-Moratの法則16)に従ったも
のであらう.
斯の棟にして淡水浴と研泉浴を比較すると
6例 の港浜中No.1及びNo･Bの2例は,温泉
浴の方が温度の上昇及び持続の程度が淡水浴
よE)大であったが,No･3,N0.4の2例 では
淡水浴の方が勝って居E),No･5,No･6の2例
では両者が殆ど同一であった.
6例の平均を求めると,研泉浴では入浴 開
始後･o･SOC低下し以後上昇して浴前値よE)ち
8OC高 くなるが,離浴後18分にして浴前値に
復する･淡水浴では入浴開始後2.8OC低 卜し
以後上昇して浴前値よE)も2.80C高 くな る
が,離浴後]9分で浴前値に帰る.
以上綜合して考えると,海浜の腹賂内の況
婦人の性機構に及ぼす温泉浴の影響に関する臨床的並びに実験的研究 (第3窮) 53
度は浴によE)上昇するが研泉浴と淡水浴で相 違は無い事になる.
第 6因 海 浜 腹 睦 内 温 度 と 入 浴
浴
小 括
入浴によりラッチの性周期が一時乱れる事
があるが,之は精細的要素や体重の減少によ
るものではなく,本質的な俗の作用である事
を確めた.叉研泉俗により海漠の腹路内の温
度は上昇するが,淡水浴と差を認める事は出
来なかった.
〔総 括〕
雌性内分泌系の機能と連碩入浴との関係を
知る目的で,各円分泌器のホルモン感受性を
調べた.即ちエストロンによる去勢ラツテ子
宮の増大は,研究所泉浴によE)影響されす,
浴
同性瞳ホルモンによる幼弱ラッチの卵巣,チ
宮重量の増大も,発情期持練時間も,研泉浴
によって影響されなかった･然るに間脳下垂
体系を介して起る所の大量エストロゲン1回
注射による,幼弱ラッチの黄体発生,成熟ラ
ツテの偽妊娠成立や,去勢による下垂体前葉
に肥大及び去勢細胞の発生は,入浴例に著明
に発現した.故に浴によE)間脳下垂体系興能
が克進する事が解った.又肝臓の女性ホルモ
ン破壊作用も入浴群に良好であった･
以上の内主な項で弱放射能泉たる研究所泉
浴,強放射能泉たるこゝすゐ湯浴,水道水によ
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る温浴の比較を行ったが,何れも明白な差を
見出さなかった.
又前編で述べた浴による一過性性周期不整
は恐らくは上位中枢の機能失調に基づくもの
であり,精細動揺や体重減少によって起った
ものでは無 く,文運綾浴の途中で浴の種類を
変えると周期不整が起るのを見たから,浴の
本質的な作用と見るべきであらう.
叉温浴によE)海漠の腹睦内の温度は,一時
下降次いで下昇し20分乃至･30分枝旧に復する
が,研泉浴と淡水浴との間に差は見出さなか
った.
〔第2編及び第3編の考接つ
温泉浴が婦人の性機能に影響を与える事に
就いては各種の臨床例から疑いの無い事茸で
ある.最近は石田9)は216人の看護婦につい
て温泉を使用する様になってからの月経の変
動を調査し,周期不変なるもの全体の65%,
延長せるもの17%,短縮せるものlR%,計変
化例35%を挙げて居る･
之を第2編 の成熟ラッチの入浴成績と比較
すると,興味ある一致点が見られる･即 ち,
ラッチに於t,lても俗により性周期が不変なる
もの,延長するもの,短縮するものがあり,
石田の報告と等しく,叉性周期整調なラッチ
の61･2%は不変であったが,38.8%は浴によ
E)性周期に変化を起し,之も臨杯例に似て居
るのである.
以上から温泉浴は内分泌系に作用して,悼
周期の短縮叉は延長と言う2方向の現象を生
ぜしめる事は明白となったが,詳細な敵転は
明らかで無い･私はエストロゲン感受性の点
から一般には間脳下垂体系の横能克進が起る
事を確めたのであるが,浴の為性周期が延長
した 1例では,むしろ間脳下垂体系の横能既
良 憲
下を病理組織像から類推したのであるが,個
体の状態によっては浴は一過性の機能低下を
起すものであらう.比の一過性の悪化は他の
領域で知られて居る所謂湯アク1)に相当する
ものではなからうか.然し何れにせよ間脳下
垂体系の意義は大きいものと思われる.
又最近は間脳下垂体副腎皮質系の温泉浴の
作用が,血中好酸球や尿中ステロイドの動き
から確められているが,同系と問臓下垂体卵
巣系と関係がある事は,F'ors,Sohval等の報
告があり,此の点からも首肯出来 るので あ
る.叉作用の発現には平均2週間内外を要す
るもの1如 くであった.
子宮,卵巣のホルモン感受性は,浴による
変化を証明し得なかフたが,之等は何れも重
量法を用いた試験であE),同法は鋭敏性を欠
いているから更に検討を要する,何故なら温
浴による海浜の腹睦内温度の上昇 も確 めた
が,血流の改善によD卵巣等も多少の機能改
善を蒙ってよいからである.但し腹睦内温度
上昇は研泉浴と淡水浴とで差を見なかったか
ら,洩泉療法の特質を之のみで説明する事は
出来無い.小野州ま同温泉が人間の皮膚温上
昇力大なる事で見て居るが,体深部に於いて
は浴種の差が少な くなるのであらう.
温泉浴と体重増減に就いては,埠閏 17)は長
期間の温泉浴による壮年男子の体 重 の増加
を,五味は減少を報 じて居るが,一般に浴剰
車組ミ強い時は新陳代謝が大で体重は減少する
ものと思はれる.ラッチに於いても浴期間中
体重の減少,又は増加慶の低下を見たが,体
重の変化と性周期の変化は必ずしも一致しな
かった.
又温泉浴の性間期に及ぼす影響は個体の生
理状態によって異なり,ビタミン等の欠乏時
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には寧ろ悪影響を及ぼすが,寒冷環境による
時は好影響を及ぼす事を知った･臨障上脚気
患者に高温慶の温泉浴は禁忌なる事を三洋教
授18)は述べて居られる･
叉浴作用の四季による相違が最近注 目さ
れ,小野田'91は三朝温泉浴による血圧,血清
コ7)yェステラーゼ値の変化が,夏と冬で差
のある事を報じて居る.ラッチ性周期の温泉
浴による変動率も百分率からは季節の差があ
る様に見えたが.例数の関係から有意差を示
すに到らなかった.
温泉の飲用や入浴が肝臓磯能を良好ならし
める事に就いては.サンT.ニ-/解毒機能,プ
Tlトロンビン値等より判明してゐるが,ホル
モン代謝能に関しては未だ報告を見ない所で
ある.著者はエストロダ-/破壊能力が入浴LZ:
より克まるのを確めた･近時臨擬上肝機能不
全に由来するrJ蛸綿巨陸将が報ぜられ てゐ る
が,斯かる際も温泉療法の適応となE)得るわ
けである.
幼弱ラツテに温泉浴を連続したが,平均値
では性的早熟の徴を認めたが有意の差と言え
なかった.
PiglirL叱 よれば,ラドン泉の飲用がラッチ
の早熟を起したとの事であるが,著者の使用
した温泉はラドン含量が微弱な為に,作用の
発現を見なかったのかもしれない･
著者はラドン量2Oマッヘ前後なる為,殆ん
ど放射能泉としての特質を有して居ないと考
えられる研究所内泉とラド･/量 20Oマツ-班
上の強放射能泉の作用の比較を,2,3の点に
つき行った所,去勢による前葉の変化は両浴
群に差を認めなかったが,性周期の変動は両
群間に相違があるのを知った･
叉淡水浴と研究所泉浴との問に明確な差を
見出し得なかったが,淡水滑に慣れさせた後
研泉浴を行ふと再び反応が起ったから'そこ
に温泉浴の意義が存するものと思われる･
〔結 論〕
弱放射能泉に属する研究所泉と,強放射能
泉に属する仏すゐ湯及び淡水浴をラッチに長
期間連続して行い,雌牡内分泌器の変化を調
べた.
1)子宮,卵巣のホルモン感受性を重量法
で調べたが,研究所泉浴による影響は認めら
れなかった.
2)ェストロダン注射による卵巣の黄体化
や去勢による結実の変化は,入浴群に著明で
あったが浴の種類による差は認めなかった･
3)肝臓のエストT,ゲン破壊作用は,研泉
浴,淡水浴によ9克准した･
4)混浴により腹睦内の温度 は上 昇す る
が,研泉浴と淡水浴との問に差は認めなかっ
た.
.5)浴による性周期の一過性不整化 は,節
謂揚アタ.)様の現象で,心理的動揺や体重減
少と直接の関係は無 く,浴の本質的作用に属
するものであらう.
文 献 (後 記)
御指導,御校閲を賜った恩師八木数枚,所衷大
島教授に衷心より感謝の意を表する･
伺本論史の要削ま昭和27年第17回日本温泉気陵
学会総会,昭和7.7年第3回日本産科席人科学会中
国四国連合地方全集議会に於いて発表した.
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婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に
関する臨床的並びに実験的研究 (第4編)
家兎生体子宮卵管連動に及ぼす温泉
浴の影響
岡山大 学温 泉研 究 所 産 婦 人 科
(指導八木日出堆教授,大島艮碓所長)
田 中
緒 言
温泉浴が子宮発育不全症や不妊症に良効を
及ぼし婦人性器の機能を改善する事は多くの
成書-)が説 く所であE),巷間一般に伝えられ
てゐる事ではあるが,賓態に就いては倍すべ
き根拠が少ない.私は此の問題と閑聯する事
項の一つであると思はれる子宮及び卵管運動
と温泉浴の関係に就いて-知見を得たので報
告する･
家兎の生存子宮運動を観察する方法には開
腹は観察する法,腹窓法,療管法等がある･
此の中開腹して見る方法は生理的状態から遠
い故一般には用いられないので,痩管法と腹
窓法を選んだ.
A 子 宮 運 動 の 変 化
(Ⅰ)煙管法による観察
療管法は瞳壁に設けた凄孔よD小気球を子
宮内に入れて内圧の変動を記録する方法であ
って,比較的生理的状態を保ち得てしかも客
観的に国示し得る長所を有する･
叉此の方法には療管を腹壁と子宮壁間に設
ける法と腹壁と陸問に設けて子宮腹部よD気
球を挿入する法とあるが,後者は療管設置時
に子宮体に手術操作を加えない為に前者よE)
生理的状態に近いと思われる.従って私は此
の方法を選び篠原20)の記載を参考として療管
を造った.
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使用動物は体重2kg以上の非婚成熟豪兎5匹
であって,背位に固定して下腹部中央で3cm
の縦切開により開腹して,腹陸に達し,陸曹
前壁に横切開を加えて其の断端と腹壁切開創
縁を軌こ縫合し手術を終った･斯 くして造ら
れた療管から容易に子宮陸部を外鼎に出し得
るのである.療管設置後約 1週間放置して健
康が快復したる後富険に使用した･
子宮運動の摘記には次の如 くした･即ちコ
ンドームの先端にて作製した直径1cm長さ2
(二m位の小ゴム球を子宮腹部よ9子宮内に可
及的LeRく挿入したる後,圧が10cm水柱内外と
なる迄宅気を潤し細ゴム管で自家製のMarey
摘記盃に連絡して子宮の収縮運動に伴なう内
圧の変動をKymographl'on上に書かせたので
ある.
家兎を富験用浴槽内に背位に固定し上記の
装置で運動曲線を書かせるに,初めの間は精
榊的影響で放縮曲線は不規則であるが,安静
にして置 くと数十分にして規則正しくなるか
'ら,其の時静かに温泉水を浴槽に入れ5分乃
至10分儀排出口より温泉を流出せしめる.過
泉を満たす際は療孔が湯に浸されない程度に
留めた為,湯に浸った部分は四肢,腰背 部,
側腹部であったt又実験中は精紳動揺による
影響を少 くする為魅力櫛責を保つ様にした.
使用温泉は岡大研究所泉で42OCとして用
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い,5分乃至10分間入浴せしめた.
実 験 成 績
第1項 正 常子宮運 動 曲線
1分間1回乃至2回の規則正しい収縮と弛
緩の波を繰返す事は滑化管同様であり,党人
諸家の認めてゐる通りである.(第1図)
第2項 温泉浴の影響
1)湿泉浴の影響著明な例 (第1図)
r'例中i例は温泉俗により運動が著明に克
進した･即ち,浴開始後1分乃至2分にして
強い収縮と充分な弛緩を繰b返す様になD,
離浴後も数分乃至数十分持続し,以後は徐々
に減退して速には浴前よりも微弱な運動を持
続するに至る.叉Ih適 時は収縮の高さのみな
らず単位時間内の収縮回数も増加する.
2)影響不明瞭な例 (第2図,第4図)
5例中2例は温泉浴による影響が認め難か
った･此の例は何れも浴前収縮曲線が不審且
微弱なる例であって,内分泌の状態不調なる
を息はせられたので次の賓験を行った.
3)卵胞ホルモン及び性瞳刺戟ホルモン
注射による感受性の増加(第3図,第5図)
前述の温泉浴無効例 にFJStrOnber7ZOat(オ
パホルモン)500ラツテ単位 皮下注射後21時
間目に温泉浴を行った.
卵胞ホルモン注射によD,諸家の多数の賃
験に示されてゐる如く,微弱且不整であった
運動は著しく旺漆になり規則正しい曲線を示
す横になるが,比の際温泉浴をなすと 1)で
連べたと同様の促進作用が認められた.又他
の1例には性瞭刺戟ホルモ-/ (シナホlJン)
10家兎単位を静注後24時間目に温泉浴を行っ
たが,同様の促進作用が認められた･即ち温
泉宿による子宮運動の克進は其の時の個体の
状態で程度の差があE),卵胞ホルモ-/性晩刺
戟ホルモ-/醐 寸による前処置は浴作用を増強
せしめるものである.
第3項 作用機転 の考 察
以上の温泉浴による運動先進は如何なる横
転に基づいて居るか12,3の賓験を試みた.
第1日 淡水浴との比較及び浴浬
との関係
1)淡水浴との比較.同一条件で水道水 に
よる温泉浴を行ふに温泉浴同様促進作用が認
められた.しかし其の程度は温泉浴に劣って
ゐる様に思われた (第6囲)
2)浴猛との関係.300Cの泉浴をなすに徐
々に子宮運動は減弱して行った･其の時泉塩
を420Cとすると運動は直ちに克進した.(第
7図)
3)子宮内温度の昇降との関係.湿泉浴に
際し一方の子宮角の運動を描記しながら対側
の子宮角内に針状パイロメーターを挿入して
子宮内湿度の変化を追求した･即ち温泉浴開
始と同時に子宮内温度は一定湿度迄低下した
る後徐々に上昇し,離俗直前に入浴綿の値を
越えて一定温度を保つが,後には再び低下し
入浴前よE)も下降する･斯かる温度の変化は
体表面の血流の変化に相応するもので あっ
て,D?.F,tre-MorこIutの法則によE)解釈されるの
であり,解剖学的関係よ申してゴム球挿入子
宮角も恐らく同様の径過をたどってゐるもの
と思われる.此の同様に措記された子宮運動
曲線と温度曲線の変動を比較するに,子宮内
温度が下降して居る時にも運動は先進して盾
A),両曲線の変化は平行して居ない･(第8図)
小指.泉浴でも淡水浴でも高温慶で あれ
ば子宮運動は克進され,泉浴でも冷浴 の時
は運動は抑制されるから浴塩が第-の因子と
思われるが,子宮内の温度の変化と遊動の変
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仕は平行関係が無い事を示した.
第2日 全身麻酔及び脊髄切断との関係
1)エーテル肺醇. 角膜反射消失を目標と
してエーテル麻酔な行ふに,子宮運動は微弱
となるが,此の時温泉浴を行ふと著明に運動
は促進される･(第9図)
2)バルビタール肺醇.間脳肺酢剤で あ る
オ-ロパンソーダを静脈注射し,深肺酢にお
ち入らせてから温泉浴を行ふに,促進作用は
著明でなかった.(第10図)
3)第10胸陪切断の影響･ 子宮を支配する
自律紳経は第12胸駈以下より出る31と言われ
ている故,臓中枢との連絡を断つ為に第10胸
髄で手簡的に脊髄を離断した.切断によE)直
ちに子宮運動は不整且微謁となる.切断3時
間後に温泉浴をなすに,何の影響も見られな
かったが,30時間後の温泉浴に際しては,微
かに促進作用が見られた.(第11図,第12囲)
4)′J､括･ 大脳皮質肺酔たるェ-テル麻酔
下に於ても温泉浴の作用は認め られたから,
意識の有無とは関係が無いのであるが,間隔
麻酔下に於ては促進作用は減退するから間隔
機能とは関係があるらしい.而して胸駈切断
によって臓の白樺中枢との連絡を断つと,直
後では塩泉作用は現れないが,3O時間後には
出現した事は皮膚と了･宵闇に脊髄を介する反
射が生じた事を意味する.所謂脊髄ショック
から快復して脊駐反射が生 じたのであらう.
間脳に子宮運動の中枢がある事は古 くより
知られ最近でも黒津教授門下=1)の賓験により
明らかにされておE),一方脊髄にも生殖器中
棺があE)皮膚と生殖器の間に反射路がある事
は既知の事であるが,私の成績も此等を裏書
きしているのである.即ち温泉浴に於けるナ
官運動の変化には偶苛酷の中碑が関与してtl
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ると言って良いであらう.
第3日 自律神経系薬品との関係
1)アドレナ 7)ン注射の影響. アドレナ 1)
1/1mgを耳静脈内に注射すると,子宮は一時
緊張を増加し牧編は不盤となるが,北の際温
泉浴を行ふと運動は先進する･(第13区王)
2)交感細経肺樺剤の影響･13enzyl-imidニー
zolinehydroclloride(イミグT)ン)2%()･5cc
を静注すると,緊張は上昇し曲線は不整とな
るが,温泉俗により充分な地按と牧鮎を規則
正しく繰返す様になる･ (第11図)
3)アセチルコ1)ンの影響.オピソ-ト5mg
を静注すると一時緊張は克遷し直ちに旧に復
すが,此の時温泉浴を行っても促進作用は著
明では無い.(第15図)
4)ア トロピンの影響･ア トロピン0･25mg
を静注すると,や ゝ収縮の高さを城する程度
で著明な変化は無いが,温泉浴を行っても運
動の先進は著明でない.(第10因)
小指･前処置として交換神経系薬剤である
アドレナ1)ン,イミグ7)ンを注射しておいて
も温泉浴作用は著明に出現するが,副交感軸
経系薬剤であるアトロピン,アセチルコ1)ン
を注射しておくと温泉浴作用の発現が著明で
なかった･故に自律細経申副交感西経の方が
温泉の促進作用に関係深いものと思われる.
(Ⅰ)腹 窓 に よ る観察
前章で温泉浴によE)子宮運動が克進 し振幅
が大となる事を知ったが,腸管等と同じく子
宮の取締運動も種々の形態に分類 され て い
る.
療管法ではそれを知る事が出来ない ので,
家兎に腹窓を設置し放縦の形が浴によって受
ける変化を観察した.
実験法
第 1図 過 泉 浴 の 有 効 な 例
(時間珊記は以下総べて毎6秒)
第 2図 温 泉 浴 の 無 効 な 例 (I)
第 3図 無効例(I)に卵胞ホルモン注射24時間後の温泉浴
第 4囲 う温 泉 俗 の 無 効 な 例 (Ⅱ)
第5図 無効例仇 に性 悦 刺激 ホル モ ン注 射2i時 間後 の温泉浴
第 6図 第 1因 の 家 兎 に 淡 水 浴 を 行 っ た 場 合
第 7図 冷 泉 浴 後 温 泉 浴 を 行 っ た 場 合
第8園 子 宮運動 曲線 と子 宮 内湿 度 曲線 の対 比
??????
第 9図 - - テ ル 深 肺 酔 中 の 温 泉 浴
第 IO図 バル ビ タ ール深 麻酔 中 の温 泉浴 (第9園と同一豪兎_)
第 11図 第 11胸髄 切 断3時 間後 の温 泉浴
第 12図 第 10胸随 切 断L;0時 間後 の温 泉 浴
(･印 は収 縮 克進 を示 す)
第 13図 7'ドレナ ')ン注射 後 の過泉 浴
(以下 第 16国 造 同一 家 兎)
第 14図 交 感 軸 経 酢樺 剤 注 射 後 の温 泉 浴
第 Ir)図 ア セチ ル コ ')ン注 射 後 の温 泉 浴
第16図 ア トロ ピン注 射後 の温 泉 浴
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体重2kg以上の非婚成熟豪兎を選びェ-チ
ル麻酔のもとに下腹部中央に丁｡mx5cmの福
原式腹窓2)を設置した.術後 1週間後,健鹿
の快復を確かめてから箆験に供した.使用温
泉は研究所内泉で130Cとして10分間入浴せ
しめた.入浴の要領は前章と同一である･
正常時子宮運動の形態
腹窓による子宮運動の形態の観察は飯野,
倉品,中曾23)等の報告があり中骨は福原教授
の腸管運動の分類に準 じた記減を行って居る
が概ね安当と恩ほれるので,著者も其れに基
いて分類する事にし,確認し得たものを記す
と‡欠の通Dである.
氏.嬬動型･牧糾柘が上方又は下方に進行し
て行 くもので最も普通の形である･
b.分節型･腸と同様で,子宮の処々に殆ん
ど同時に多数のくびれが並んで生じ,暫時し
て叉殆んど同時に消失して行 く･但し相原,
中骨によると各 くびれの発生,消失は僅かの
時間的差違があるらしい･
C.分節移行型.嬬動波が進行して行 く途
中分節盟を生 じ,共の分節型の各々のくびれ
も叉進行して行 くものである･
d.振子運動.子宮縦軸の短縮を起 すが 横
軸の短縮は伴わないもの･
e.其の他.或る一点に収縮輪を発生 しそ
こから両側に向って進行する嬬動 を生 じた
時,これを展開渡,一方向から嬬動波が進行
中或る点て其処から両側に進む二つの収縮波
に分れる時,これを反動波と名付 けて居 る
那,便利であるので著者もこの命名を使用す
る罰にした･
温泉浴による変化
左子宮角の中央部長さ約2cmの場所を目標
とし,其処を経過して行 く,又は其処に発生
した収縮を観察し,浴前10分間,入浴中の10
分間,浴後10分間の各収縮の数を比較した.
入浴開始後子宮はrHlも無 く蒼白となり1分
乃至2分後より収縮の回数を増し,各牧鮎の
程度も大となE),離浴後5分にして子宮の色
は旧に復するも,収縮の増加は継続する.
第 1表に示す様にヨ頭の豪兎に於いて平均
すると,浴前10分間の収縮の通過叉は発生回
数は27回,浴中10分lHlには3回,浴後10分間
には3i回で,浴中,浴後の増加が目立って居
る.然しより注目すべきは収縮型の変化であ
る.即ち各収縮型が平等に増えるので無 く,
振子運動や所謂反動波の回数は浴によE)変化
せず,前者は浴前7.6回,浴中7回,浴 後7
回,後者は浴前 1回,浴中1.5回,浴後1回で
あったに反し,煽動波,分節移行型 は増 加
し,特に後者が著しい･
嬬動波は浴前10分間に上行性 (卵英に向っ
て進行するもの)6回,下行性 4回, 浴中10
分間に上行性418回,下行性･(3･5回,浴後10分
間に上行性7･5回,下行件(,･T,回,即ち浴後に
節1表 湿泉浴による家鬼子甘運動の変化
(腹 窓 法)
10分間"lo介
4I4日314日7I4
分･ 節
移行型
反 動 波
振 子運動
計
.ti】I_1;t.II4
3"l)16
早 "盲~睡7表
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増加する.
分a'nr移行型は浴前は上行性2･5回,下行性
4.{'回,浴中は激増して上行性5･6臥 下行性
10.{'回,浴後も上行性5･6回,下行性5,6回で
ある.即ち･Zf申浴後は著しく増加して居る･
小 括
研究所泉浴により,浴中,浴後の子宮収縮
回数及び程度が増大し,就中分節移行型の増
加が顕著であった･
B.家兎卵管運動の温泉浴による変化
前章によE)温泉浴が家兎の子宮逆動を克進
する前がわかったが,粧奴に重大な関係を持
つ卵管の運動は如何であらうか･
温泉浴と卵管運動に関する報告を未だ見な
いので腹窓により観察する事にした.苗章と
同様福原式腹窓を豪鬼の下腹部でセルロイド
板の外縁が脊柱よ02拭指の場所に来る様な
位置に設置し,1週間後賃験に供した･卵管
の牧縦型の分類は前章に述べた子宮運動の分
類と同一である.
研究所内泉を48OCとして5分間の入浴を行
い前後の崖過をルーペで観察したが,卵管の
運動は部位によって多少の差違があるので,
卵管峡部と膨大部のB箇所を選んだ.
艮 慧
卵管峡部の運動
p.研泉浴による影響.子宮端よE)l･5cmの
所を目榛として観察するのに,下行性の嬬動
運動のみが見られたが,第 2表の(1)に示す如
く温泉浴によE)収縮回数を増した.即ち浴前
5分間の牧齢 (正確に言えば嬬動波の通過叉
は発生回数)回数はB4回,浴中5分間31回,
浴後5分間は38回で,離浴後30分にして浴前
の状態に復した.又浴前5分･闇には無かった
捻転運動が浴後 5分間に数回見られた･
1).淡水浴による変化.前項と同一豪兎で
温泉浴の観察を行った翌日に480Cの水道水
による温浴を行い･前日と同一部位を観察し
た.
第2表の(鋸こ示す如く,浴前5分間の牧縮
回数17回,浴中5分間25回,浴後5分間23回
で離浴後30分にして浴前に復して属E),研究
所泉浴と差を認めなかった.
卵管膨大部の観察
卵管の腹陸端よE)2cmの所から1cmの間の
卵管連動の430C5分間 の研究所泉浴による
変化を観察した.此の部では上行性癖動波が
主で,少数の下行性嬬動波を交えて居るが,
俗により比の下行性嬬動波が増加するのが特
第 2表 温 泉浴に よる家兎卵管運動 の変 化
A･卵 管 峡 部
(1)研 泉 浴 (420C5分間)
浴 前戸浴 中
5分 5分 5分 6分･[･分
3Lq回 ･0,6回 32回 30回 30回 12･->回
(2)淡 水 浴 (420C5分間)
5分 tRj分 [)分 Tl勇､{)分
下行嬬動 25回 l2･q回 2]回 19回 23回 20回 17回
(1)(2)其上行嬬動無し
B.卵 管 膨 大 部
研泉浴 (420C5分間)
;局.t,'頂
上行嬬動 】1両 1咽巨 咽
下行嬬動 l 5 ∫ 12 I13
計 】19】26127
(AB共同一家兎)
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徴である.
第2表Bに示す如 く,浴前r･分間は上行性
癖動14回,浴中5分間14回,浴後5分間14回と
変化無tlのに対し,下行性嬬動波は浴前5回,
浴中12回,浴後13回であった･
又俗話は朝票卵管部位に始発する嬬動は認
めず,簸て上方又は下方より進行して来た嬬
動が通過するのみであったが,浴中浴後は同
部位の所々に嬬動渡が原発し展開渡も起り,
その為全体として複純な様相を呈するに至っ
た.
小 括
430CT･分間の研究所泉浴によE)卵管運動は
先進した.峡部に於いては下行性の煽動波や
捻転運動が槍加し,膨大部でも下行性の煽動
波や展開波が槍加した･
1例に研究所泉浴と淡水浴との比較を試み
たが差を認めなかった･
総括 及 び考 接
皮膚と内臓との間に種々の反射現象がある
事はHe∴d氏帯其の他で確かめられて居るか
ら,浴と言う皮国利軌こよって内臓の運動,
分泌等の自律機能に変化が起る事は考え得る
所である.従来でも油化管と浴との関係に就
いては多数の報告があり,殊に胃運動に就い
ては最近でも後藤21),清水25)等の実験的研究
があり,撮泉浴や温浴中は胃運動は抑制され
ると報告されている･一方子宮運動が浴によ
り影響される事は 400Cの淀浴や高湿奄法が
陣痛を増強する26)事からも解るのであるが'
温泉浴との関係は未だ報告を見ない所であっ
て,比較的関聯ある菜鏡としては,来村27)の
400C乃至･-,OOCの鉱泥下腹部纏用による家鬼
子官運動の先進に関する報告があるに過ぎな
tヽ.
私は非婚成熟家兎の下腹部に子 宮湊 を作
め,子宮運動曲線をキモグラフに書かせて観
察したのであるが,-1i三OCl,分乃至IO分間の三
朝温泉浴によ95例中3例に子宮運動の克進
を認めた.叉水道水による温浴でも同様の促
進作用が現れたが,同一家兎で比較した 1例
では況泉浴の方がより効果的であった･使用
温泉は政則能泉であるが,ラドン含有少なき
為放射能の影響としては考え難 く,恐らく弱
食塩泉としてこの作川によるのであらう･
又泉浴でも冷浴にすれば運動は抑制され,
高温度でも子宮内温度の昇降とは平行しなも,
辛,間脳や脊髄の自律中枢及び自律紳経殊に
副交感紳経と密接な関係がある事から温泉浴
の子宮運動促進作用は紳経性のもので あり,
皮膚知覚も関与しているものと思はれる･
之を胃運動の場合と比較すると興味ある類
似点が認められる･後藤21)は温浴其の他物理
的温熱作用の胃運動に及ぼす作用機転に就い
て,僅少の因子の他は知覚紳経を介して過熱
刺戟が中枢に至 り,反射的に日印神経特に迷
走神経の態度に変化を来し胃運動に変化を与
えるものであらうと詮いているが,私の丁･官
に於ける槻祭と類似している･
只胃運動が温泉浴により減弱するに反し,
子宮運動は克進するのであるが,家兎に就い
て副交感紳経に対する胃と子宮の態度が相異
る事は,黒津教授等の間脳交感帯の刺戟賓験
によっても明らかであるから不思議 ではな
tヽ.
以上は主として収縮の強さに対する観察で
あるが,家兎生体子宮の収縮には腸管同様種
々の形態が分類されて居るので,収縮の形態
が如何に変化するかを知る目的で腹窓によの
観察した所,稲原,中骨の言う分 節移行型,
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嬬動型が増加する事が解った.此の移行型は
中曾23)によると排卵時に特異的に増加すると
の事である.
先に乗付が鉱泥下腹部埋用により家兎生体
子宮運動が先進する事を見ているが,連動型
の詳しい記載は無い.
卵管運動を同様腹窓法で観察するに,子宮
と同じく温泉浴によって先進するの を認 め
た.此の際は峡部に於いても膨大部に於いて
も下行性煽動波の増加が著明で,膨大部では
比の他上行牲嬬動波や展開波も増加し,極め
て複純な形となった.斯かる変化は中曾28)の
言 う排卵24時間目以後の像と似て屠るのであ
るが,子宮,卵管とも温泉浴によって中骨の
報告した排卵時の変化と同じ傾向の変化が見
られる事は興味洗い.叉一例で卵管運動の変
化を淡水浴と研泉浴で比較したが差は無かっ
た.
結 論
I)420Cの研究所泉浴によE)豪兎生体子宮
運動は振幅及び頻度を均し,浴後数分乃至数
十分継杭するが其の後は次第に減 弱 して行
く.
2)斯かる作用は個体の内分泌的 状 態,浴
浬,問TJ'昌及び拝借の自得中風 白樺榊経,特
に副交感神経機能と関係が深いものと思われ
る.
3)子宮運動様式としては所 謂分 節移行
壁,嬬動型の増加が浴によって起った.
4)卵管運動も温泉浴中及び浴後数十分 著
明に克遷 した･
tRj)以上の諸作用は水道水による温浴 で も
認められた,
田 中 艮 冨
全篇の総括並びに考操
温泉浴が産婦人科疾患に良効を興える事は
古来多数の事質が証明する所であるにも拘ら
す,本邦に於いては医師によって軽槻されが
ちであり医学的な探求が殆んど為されて屠ら
ず,往々患者は各自防手に温泉場 に赴 く為
に,反って病勢の増悪を招 く事すらある状態
である･著者は此の翫こ鑑み,果して産婦人
科領域に於いて温泉浴は効果を有するもので
あるか,又あるとすれば如何なる磯樽に基づ
くものであるかな,特に性機能の面に於いて
探ぐる事にした･
牲機能に関するのみならず一般に温泉作用
の内分泌学的研究は少な く,我国ではかつて
ヒルシユの干渉光計像法によE)各 種 内分 泌
腺,特に甲状瞳の撃化が温泉浴によって起る
事を述べた富永の報告其の他があるに過ぎな
かったが,最近はSelyeの適応症候群の理論
から間隔下垂体副腎皮質系と浴の関係が注目
されて来て居る.
著者は党づ臨匿的客質を知る目的で,温泉
地福人の月経,妊娠に関する統計的調査を行
った･温泉地として三朝村其の他を選び,同
地に定位して日常洩泉浴を為して居 る婦 人
と,対照たる近隣非温泉地婦人とを比較した
所,温泉地痴人は月経初潮が早く不妊症が少
ないのを知った･
又一方ラツテを使用した貰験で,長期間の
温泉浴は性周期に蟹化を与えるもので あり,
特に不典例を整調化する作用が著明である事
を知った.此の原因を尋ねて各此劉生内分泌器
のホルモン感受性を調べた所,入浴ラッチは
間脳下垂体系の機能が充進 して居る事が判っ
た.一方連続浴により一過性の性周期不整を
来たした例もあるが,之も浴の本質的作用に
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属するものであり,間脳下垂体系機能と関係
がある事を推察した.即ち整調化であれ不整
化であれ,浴の作用と間脳下垂体系は密接な
関係にあると,習､わ.軋る.
又病的状態にあっては,その原因に応じて
浴の性周期に及ぼす影響が異る事も確めた.
一般に温泉療法は-廻り1ケ月を要すると
言われて居るが,著者の例でも浴効果の発現
には平均2週間以上は必要であった.文治効
果の季節差は推計学的に有意となる程に到ら
なかった.
幼弱ラッチの性的成熟に対する研究所泉浴
の作用は著明ならす,更に例数を増加しなけ
れば断定出来ない様に思われた.
他領域で温泉乗法が肝機能を克進する事が
知られて居るが,著者はエストロゲン破壊作
用も克進する事を確めた.
先 にFerner,P7'gll'r"A,Sil一,ersteiml)は放射
能泉中のラドンが下垂体前葉,生埴瞳へ強 く
作用する事を実験的に確かめて居るが,著者
も上記各種の臨梶及び茸験的研究中,2,3の
ものに強ラドン泉に属する山靴新谷 (ラドン
200マツ-)と,含有するラドン少な き為 ラ
ドン泉としての特性少なき研究所泉浴の比較
を行ったが,ラッチに於いて性周期の変動す
る例が強ラドン泉浴群に多いのを認めた以外
紘,明瞭な差がなかった.
温泉の作用の一つは其の強い生体温度上昇
力に帰tらjLて居り,′ト野田は研究所泉が人
体技腎温上昇効果大なる事を認めて居る.普
者は海浜の腹睦内温度を測定し,浴によE)午
均30C上昇し約3O分後旧に擾するのを見た.
斯かる腹睦内減産の上界も性機能に良効を与
えるものであらう.
性壊能を論する場合,卵管,子宮の運動性
も考慮に入れなければならない.著者は生体
家兎に研究所見浴を行い,子'lLi',卵管共に運
動が先進し,然も其の様相は極めて生理的で
あって,薬物による不自然な収縮と趣を異に
しているのを見た.
叉此の子宮運動克進は脳脊駈中枢や副交感
画経と関係が深い棟に思ほれた.
以上述べた各種の冥験的研究に於いて,2,
3の場合には水道水による温浴を行い研究所
泉浴との比較を行ったが,何れも差を見出さ
なかった.研究所泉は刺戟の遠豹､温泉である
から其の為かも知れない.然しラッチに淡水
浴を1ケ日放続けで慣らしてから研究所泉浴
に変えて連続すると,性周期が変化した例が
あるから,温泉が淡水浴とは異る刺戟となる
ことを認める事が出来ると思う.
結 論
臨塀統計及び動物実験により,温泉浴が婦
人の性機能を改善する作用を有する事を確め
た.叉其の作用磯序-の一考察として,間脳
下垂体系の機能の克進,腹腔内温度の上 昇,
卵管,子宮運動の克進を証明した.
潤筆するに臨み,終輪御懇篤な御指導 と御校閲
を賜った,恩師八木教授並 びに所長大島教授に衷
心より感謝の意を表すると共に,本研究に御後援
を惜よれなかった本研究Vr恥員各位に深謝する次
解である･
何本絹の要旨引ま昭和27年第17BE]7日本温泉気候学
会総会に於いて華艮骨した･
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CLINICAL AND F.XlJEluMF.NrllAI,STUDIF.SON THE
EFFECllSOF TIllI1ミMAIJliArL'H UPON 'llHE SI1二XUAL
FUNCTION OF WOMEN
2nd- 4tbReport
Yosinori llANAKA
(I)ⅠVISrOIVOFOBSTF,TRrCSANl)GYNECOLOGY,fiATJNEOLOGICATJ
lJARORATORY,01てAYAMAUNIVERSITY)
(2)EffectsofThermalBathotltleSexualCircleofRat
Theal.thorinvest一gatedthesexualcirclesofrEItSI)ythevaglnalsmearmetlOd･
Mostoftheratswl10hadbeentakingtlermalbathoncedailyforabolt1month(Misp･rLI
HotSl)rilg,42CIC,5mintlteS)changedtheirowncirclesunderinfluenceofl,atl.
netl.ilisasfololVS.
1･Of181.atSShownregularcirc一esl)elore1)atl1,llmts(61.2percent)maintained tleir
6S
regularity, 7 rats (38.8 per cent) receil'ed transient irregnlmization hy hath.
2. Of (;7 r:lts shown irregular sexual r.irde~ hefore hath, S7 rats (55.2 per cent) gained
regularity, 18 rats (26.9 per cent) aggral':lted their irregularity, 12 rats (17.9 per cent)
remained unchanged hy therm:ll hath.
Therfore 62 of 85 mts changed their sexual circle~ under influence of thermal hath, and
regularization of circle was most remarkahle phenomenon.
(3) Inquiry into the Mode of the Action.
The rats took thermal bath once daily for ahout 1 month (Misasa Hot Spring, 42°C, Ii
minutes), then \Vere ll~ed for following vilrious experiments.
Re~ults arefollo",l·s.
1. The thermal bath had no effect on increilse of uterus weight due to estrogen injektion.
2. The thermal hath had no effect on increase of OI'ary weight due to gonadotropin
injektion.
3., Formation of corpora lute:l. in ovary due to estrogen injektion \Vas IJromoted hy thermal
bath.
Thi~ re~ults me:l.n promotion of midbrain-pituitary system, function, because the formation
of corpom lutea i~ considered as a results of stimulillion of this system by estrogen.
4. Formtion of castration cellfo in the anterior lobe of pituitary after operative castration, \Vas
promoted by thermal hath.
.5. Histologic:l.l pict~lre of the rat'~ anterior lobe, who~e sexual circles h:l.d hecome irregular
a'i il re~:l!t of thermal bath, showed a ~light hyppofunction.
G. Thermill hath accelerated the imctivation of estrogen in the liver of rat in vivo.
.7. Radon in thermal Wilter seems to phy no important r61e in the ilhove mentioned action~ of
thermal bath.
The~e serial eXl>eriment~ suggest that the midhr:l.in-pitnitary ~ystem plays especially hig part
in irre- or regularization of sexual circles by thermal hath.
(4) The Effect~ of Thermal B:lth upon the Motility of the Lil'ing
Rahbit's Fallopi:ln Tuhe and Utertl~.
The a'lthor proved by me:lns of kymographion and abdominal-windoN method that the
living rabbit's fallopian tuhe and uterns increased amplitude and frequency of their mOl'ement
during and after therm:l.l hath (42°C, 5 minutes).
